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たかつ区民会議ニュース 
～アイデアを実行に！行動する高津区区民会議～ 第 8 号 

 

 
 

～第2期区民会議報告書まとまる～ 

 

 

 

 

 はじめに―区民会議とは… 

■区民会議の目的 

 これからの区役所には、窓口サービスの提供だけではなく、地域の課題を解決するための市民の参

加と協働の拠点としての役割が求められています。その役割を果たすための取組の一つとして、川崎市

は２００５年４月に川崎市自治基本条例を、２００６年４月には区民会議条例を施行し、各区に区民会

議を設置しました。区民会議では地域でどのようなことが課題になっているのか、また、その課題を区

民と行政がそれぞれどのような役割を果たして解決していくのかを話し合います。そして、話し合いの

結果をもとに、区民と行政が協働で課題解決に取り組みます。 

■区民会議における課題解決までの流れ 

 

 

 

 

 

■第２期高津区区民会議の体制 

 

 

 

 

 

 

 

課題の把握 

区民意見、委員意
見、区民ニーズ調
査等をもとに課題を
把握します。 

ステ
ップ

１ 課題の選定 

区民会議で検討す
る課題を選定しま
す。第２期では２つ
の課題を選定！ 

ステ
ップ

２ 解決策の検討 

２０名の委員が区民
と行政の役割分担も
含め様々な視点か
ら検討します。 

ステ
ップ

３  解決に向けた取組

区民会議で検討された
アイデアを実現性のある
解決策に発展させ、で
きることから実行！ 

ステ
ップ

４

２００８年７月にスタートした第２期高津区区民会議は、2月24

日に最後の区民会議を開催し、第2期の調査審議活動を終了しま

した。また、2年間の活動について報告書にとりまとめ、区長に

報告を行いました。今号では、第2期の活動の経過、および、取

り組んだ審議課題とその解決に向けた提言を紹介します。 
第4回区民会議で第2期

活動を総括しました 

発行：第 2期高津区区民会議（事務局：高津区役所企画課） Tel:044-861-3131 Fax:044-861-3103 E-mail：67kikaku@city.kawasaki.jp

発行日：2010（平成 22）年 4月

●区民会議委員は２０名で、区内で活動している団体から推薦

された委員のほか、公募区民、区長の推薦者で構成されてい

ます。委員の任期は２年間です。 

●区民会議の調査審議を効率的に進めるために、高津区では、

７名の委員で構成される「企画運営会議」を設置しています。

企画運営会議では、全体会議で円滑な審議が行えるよう、事

前準備や議論の整理を行います。 

第2期高津区区民会議体制 

第2期高津区区民会議（20名）

全体での討議 

企画運営会議（7名） 

事前準備・議論の整理 

区長への報告も行いました 
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第2期区民会議の経過 

第2期区民会議では、８回の全体会議と１４回の企画運営会議を開催しました。また、会議に加え、

調査活動や学習会を開催しました。 
平成20年度第1回区民会議（7月24日） 
・運営要領の制定・正副委員長、企画運営会議委員の

選出・高津区の地域課題の検討 

平成20年度第2回区民会議（11月6日） 
・第2期区民会議調査審議課題の決定 

平成20年度第3回区民会議（12月1日） 
・地域防災とコミュニティについて 

・環境まちづくりについて 

調査活動（9月22日） 

学習会（10月7日） 

平成20年度第1回企画運営会議（8月19日） 
・高津区の地域課題の整理 

平成20年度第2回企画運営会議（10月22日） 
・調査活動の振り返り 

・第２回区民会議に向けた事前審議 

平成20年度第3回企画運営会議（11月20日） 
・第3回区民会議に向けた事前審議 

平成20年度第4回区民会議（3月9日） 
・自主防災組織等に関するアンケート結果について 

・エコ・エネライフコンクール実施案について 

平成21年度第1回区民会議（5月18日） 
・備蓄品リスト整備の進め方、女性防災座談会ついて

・エコ・エネライフコンクールの開催について 

平成21年度第2回区民会議（9月15日） 
・災害備蓄倉庫現地調査結果について 

・緑のカーテンシンポジウム、エコ・エネライフコン

クールについて 

平成21年度第3回区民会議（11月16日） 
・審議のまとめに向けた方向性について 

・たかつ区民会議フォーラムの開催について 

平成2１年度第4回区民会議（2月24日） 
・第2期高津区区民会議のまとめ 

女性防災座談会の開催（5月28日） 

災害備蓄倉庫現地調査（7月8日） 

平成20年度第4回企画運営会議（1月26日） 

 平成20年度第5回企画運営会議（2月16日） 
・自主防災組織等に関するアンケート結果について 
・エコ・エネライフコンクールの実施案について 

平成20年度第6回企画運営会議（3月16日） 
・第2期区民会議中間報告書について 

平成21年度第1回企画運営会議（4月28日） 
・第1回区民会議に向けた事前審議 

平成21年度第2回企画運営会議（6月18日） 
・地域防災とコミュニティ取組状況について 
・災害備蓄倉庫現地調査実施について 

平成21年度第3回企画運営会議（8月18日） 
・災害備蓄倉庫現地調査結果について 
・エコ・エネライフコンクールの実施について 

平成21年度第4回企画運営会議（10月7日） 
平成21年度第5回企画運営会議（11月5日） 
・審議のまとめに向けた方向性について 

平成21年度第6回企画運営会議（1月19日） 
・「地域防災とコミュニティ」提言について 
・「環境まちづくり」今後に向けた課題について 

平成21年度第7回企画運営会議（2月8日） 
平成21年度第8回企画運営会議（3月16日） 
・第２期区民会議の振り返り 
・第2期区民会議報告書について 

たかつ区民会議フォーラム2009「地域防災とコミュニティ」 
（11月28日） 

「第2期高津区区民会議報告書」完成・区長へ提出 
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第2期の審議課題 

第2期区民会議の審議課題を選定するにあたっては、まず第1期区民会議の審議課題と取組状況を振

り返った上で、それらの第2期区民会議での取り扱いについて検討しました。また、区民と委員から寄

せられた課題を整理し、課題の選定基準等に基づいて、第2期区民会議で審議する審議課題を、次の2

つに決定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
バーベキュー客が集まる多摩川河川敷 溝口駅周辺の緑化（薬医門公園） 高津地区の地域防災訓練 

■環境まちづくり（第1期からの継続課題） 

■地域防災とコミュニティ（新規課題） 
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第2期審議課題 

 

 
１ 環境まちづくり

2 地域防災と 

  コミュニティ 
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「環境まちづくり」の審議・取組の状況 

■審議の内容 

「環境まちづくり」は、第1期からの継続する審議課題です。第1期では、次のような内容が審議さ

れ、審議課題を解決するための提案がなされました。 

 

 

 

 

  

 

 

 

■取組の状況 

上記の提案に対して、第2期で取り組んだ主な内容を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈整理した課題〉 

 ①環境問題に対する理解、普及啓発活動の必要性⇒環境問題に対する意識の醸成 

 ②身近な地球温暖化防止の取組の推進     ⇒個人レベルで取り組むことのできる工夫 

 ③まちづくりや活動を支えるしくみづくり   ⇒環境まちづくりを支えるしくみが必要 

〈提案された事項〉 

①普及啓発「たかつエコ・エネライフコンクール」の実施 

 ②緑化推進「緑のカーテン」 

 ③緑地保全・活動支援「緑のまちづくりファンド」 

「緑のカーテン大作戦」の全区展開 【協働】 
地球温暖化防止の観点から２００７年3月にスタートしたゴーヤーに

よる緑のカーテンを普及させるため、「緑のカーテン大作戦」を全区的

に展開しました。 

取組の2シーズン目となった２００９年度には、川崎市全体の「緑の

カーテン」シンポジウムが、高津区を会場として、11月7日（土）に開

催されました。 

「緑のカーテンコンテスト」の実施 【協働】 
区民会議が「エコシティたかつ」推進会議等とともに主催団体の一つ

となり、「緑のカーテン」づくりに熱心に取り組んでいる人を表彰する、

「緑のカーテンコンテスト」を実施しました。 

２００９年度は、個人部門30件、団体部門18件の応募があり、優秀

な作品は、平成21年11月7日（土）のシンポジウムで表彰しました。 

「エコシティたかつ」推進方針の策定と戦略的事業展開 【協働】 
区民会議での調査審議を受け、持続可能な地域社会の形成を目指し、地域レベルにおける総合的な環境問題へ

の取組の方針として、２００９年3月に「エコシティたかつ」推進方針を策定しました。今後、推進方針に位置

づけられたプロジェクトを市民協働により推進していきます。推進組織である「エコシティたかつ」推進会議の

代表が、区民会議の委員となっています。 



 

5

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区役所庁舎のエコシティホール化の推進 【区役所】 
区役所庁舎を環境展示場「エコシティホール」とし、さまざまな環境

技術を展示し、来庁者への環境教育の場とするとともに、モデル事業者

としての実践を行っています。これまで、庁舎東側壁面の緑化、4階テ

ラス部分におけるコケ類を使った屋上緑化、ペットボトルを使ったリサ

イクルベンチの設置などに取り組んできました。また、庁舎前には、ソ

ーラー照明付バス停標識も設置され、２０１０年度には、庁舎屋上に太

陽光発電パネルと蓄電池を整備予定です。 

溝口駅周辺地区緑化推進重点地区計画の策定と推進 【協働】 

2007年12月に、町内会代表、まちづくり団体、行政等からなる検討会

を設置し、溝口駅周辺における緑化のあり方について検討を重ね、2008

年3月に、緑化推進重点地区計画を策定しました。 

テーマを「緑と水でつなぐ 歴史街道 花街道」とし、区役所庁舎の緑化

推進などのリーディング事業を始め、市民、事業者との協働と連携により、

駅周辺地区の緑化推進に重点的に取り組んでいきます。 

「たかつエコ・エネライフコンクール」の実施 【協働】 
自然保護や省エネルギー活動など、環境にやさしい実践活動のうち、

他の模範となるようなユニークな取組を表彰することで、環境に対する

意識を高め、身近な地域から環境まちづくりを進めることを目的とした

「エコ・エネライフコンクール」を実施しました。44件の応募があり、

優秀な取組を、「たかつ区民会議フォーラム」で表彰しました。 

「たちばな農のあるまちづくり」の推進 【協働】 
橘地区にある緑地等の環境資源、市街化調整区域内農地を中心とした営農活動などの地域資源を活かし、地域

間交流の活性化や情報発信に取り組んでいます。２００９年3月に推進方針を策定し、「たちばな農のあるまちづ

くり」推進会議が中心となり、地元農家、NPOなどと連携しながら、地産地消、食育推進など、広く地域コミュ

ニティ形成に向けた「たちばなブランド」づくりを展開しています。 

学校ビオトープの整備・環境学習の展開 【協働】 
区内の15の市立小学校を対象にして、学校を健全な水循環と生き物

の賑わいを再生し支える地域のモデル基地と位置づけ、ビオトープや雨

水利用施設等を計画的に整備し、学習活動、地域との交流活動などに活

用する取組を進めています。２００８年度には久地小学校、西梶ケ谷小

学校、２００９年度には久本小学校、梶ケ谷小学校で取組をスタートし

ました。 

市民参加型ヒートアイランド調査の実施 【協働】 
首都大学東京都市環境学部との連携により、区民ボランティアによる

ヒートアイランド現象（※）の実態調査に取り組んでいます。継続的に

調査することで、区内の温熱環境の実態を把握し、今後のまちづくりの

あり方を考える際の指標として活用していきます。 
※ヒートアイランド現象：都市域において、人工物の増加、地表面のコンクリートやアス

ファルトによる被覆の増加とそれにともなう自然的な土地の被覆の減少、冷房などの人

工排熱の増加により、地表面の熱収支バランスが変化し、都市域の気温が郊外に対して
高くなる現象 
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「地域防災とコミュニティ」の審議・取組の状況 

■審議の内容 

第2期で新しく取り組む審議課題として、次のような意見が出ました。 

 

 

 

 

 

 

 

■取組の状況 

審議課題を検討する過程で出された課題解決策をもとに以下のような内容に取り組みました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市災害用備蓄倉庫現地調査の実施及び備蓄品リストの作成・掲示 【協働】 

■市災害用備蓄倉庫現地調査                

防災ネットワーク連絡会議を構成する町内会・自治会と合同で、市災害備蓄倉庫の

調査を実施し、備蓄品リストを作成、倉庫内へ掲示しました。備蓄状況の把握ととも

に、活動活性化に向けた刺激を与えることができました。 

■自主防災組織の備蓄品リストの作成提案とリスト様式の作成 

 町内会・自治会が所有する防災備蓄品の状況を把握するため、また、備蓄品の保管 

状況を再確認してもらうために、防災備蓄品リストの作成及び提出を依頼しました。

高津区防災マップの作成・町会掲示板等への掲示 【協働】 
高津区防災マップを企画・作成し、町内会自治会掲示板（高津地区５４１か所、橘

地区３２２か所）、市広報掲示板（区内８５か所）へ掲示しました。避難所や備蓄倉

庫の場所、防災に関する問い合わせ先が掲載されています。 

「中学生災害ボランティア体験キャンプ」の開催 【協働】 
高津区社会福祉協議会が主催する「チャレンジボランティア2009」において、「中

学生災害ボランティア体験キャンプ」を開催しました。課題解決策を実現できたこと

に加え、本企画を通じて関係団体・関係機関の連携を構築することができました。 

〈地域防災とコミュニティを巡る課題〉 

 ●町内会・自治会の加入率が低下している。今の人たちはまちづくりになかなか参加しない。 

 ●近隣住民同士の交流が減っている。高津区はコミュニティが都市型に変わってきている。 

 ●市民の防災意識や自主防災組織の機能など、地震や風水害の備えに対する不安がある。 

 ●高齢者の生活や子育てを地域ぐるみで支える仕組みが不足している。 

〈課題解決に向けた方向性〉 

□地域コミュニティを基盤とし、地域防災力を向上させる。 

  □防災面でのコミュニティの重要性について住民理解を深め、さまざまな取組を通してコミュニテ

ィの活性化をはかる。 

「自主防災組織及び避難所運営会議に関するアンケート調査」の実施 【区民】 
区民会議として、「自主防災組織及び避難所運営会議に関するアンケート調査」を実施し、自主防災組織

の活動の実態や課題を把握することができました。 
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■５つの提言 

第2期の活動を通して以下の5つの提言をまとめました。 

 

 

  一人ひとりの防災意識の向上～まずは災害への備えを意識すること～ 

     ●防災に関する学習会・講座の開催（多様な主体・ネットワークを活かして） 
     ●暮らしの中で防災を意識する（家庭内・地域内） 
     ●防災訓練など地域の防災行事にまず一つ参加してみる

 提言 １ 

  地域の実情にあった備蓄体制の確立～使う人の立場に立った備蓄のために～ 

     ●区と地域の協働による、市災害備蓄倉庫の管理・運用の仕組みづくり 
     ●モデル案にもとづく家庭・地域・行政における備蓄の推進

 提言 ３ 

  各家庭における備えの充実～家庭でできるこれだけのこと～ 

     ●家具の転倒防止策の実施         ●最低3日分の食糧の備蓄 
     ●避難所の確認（経路の確認もあわせて！）

 提言 ２ 

  防災ネットワーク連絡会議・避難所運営会議の活性化 
～まずは顔合わせから始めよう～ 

     ●避難所運営会議・防災ネットワーク連絡会議メンバーの顔合わせ 
     ●避難所運営会議ごとの避難所運営マニュアルの作成 

 提言 ４ 

  地域防災の基盤としてのコミュニティ強化 

～基本は日々のコミュニケーション～ 
 提言 ５ 

「女性ぼうさい座談会」の開催 【協働】 
２００９年5月28日（木）に、区民会議女性委員と「あったかつうしん」編集委

員による「わが家の危機管理から支えあえる地域づくりへ」と題した「女性ぼうさ

い座談会」を開催しました。川崎市防災インストラクターの植田このみさんによる

講義のあと意見交換をしました。子育て世代の防災やコミュニティに対する意識の

把握、子育て世代に対する情報発信、区民会議とのつながりづくりができました。

「たかつ区民会議フォーラム2009～地域防災とコミュニティ～」の開催 【区民】 

２００９年11月28日（土）に、「たかつ区民会議フォーラム2009～地域

防災とコミュニティ～」を開催しました。岡島醇氏（（財）市民防災研究所）

による「地域防災力の向上をめざして」と題した講演の後、「実践事例から学

ぶ地域防災」と題したパネルディスカッションを開催し、事例紹介や意見交換

を行いました。 

町内会・自治会加入促進運動の実施【協働】【区役所】 
防犯ステッカーの作成・配布、町内会加入促進パンフレットに高津区

町内会一覧を追加し窓口で配布、地域コミュニティ施策推進事業の実施

などを行いました。 

「高津区区民生活に関わるニーズ調査」等による住民の防災意識の調査 【区役所】 
２００９年度に「高津区区民生活に関わるニーズ調査」及び「かわさき市民アンケート」を実施しました。

区民一人ひとりの防災意識や避難場所の周知の状況等を把握することができました。 
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高津区区民会議 検 索

 「出前ミニ報告会」のお知らせ 

 
 
 
 
 
 
 

区民会議委員を募集します 

  高津区では、２０１０年７月の第３期高津区区民会議の立ち上げに向けて、区民会議委員を募集し

ます。 

 

 

 

■第２期高津区区民会議委員名簿  

＜地区別委員＞                 ＜分野別委員＞ 

  木村 俊道   高津区全町内会連合会         若林 忠司   高津区安全・安心まちづくり推進協議会 

  瀧村 治雄   高津区全町内会連合会     ○★冨田  誠   高津区社会福祉協議会 

◎★吉﨑 隆男   高津区全町内会連合会            平澤 育子   高津区民生委員・児童委員協議会 

○★小島 恵一   高津区全町内会連合会     ◇★大内久美子   高津区子ども・子育てネットワーク会議 

  長谷川 功   高津区全町内会連合会            金 俊一郎   高津区地域教育会議 

 ★伊中 悦子   公募            ★横山  滋   「エコシティたかつ」推進会議 

  長村 吉洋   公募              岡野 洋貴   高津区商店街連合会 

  宗田 昭治   公募              鈴木  穆   高津区文化協会 

  浪瀬 佳子   公募            ★島﨑 一城   高津青年会議 

  佐藤  忠   区長選任             吉田 知敬   高津区まちづくり協議会 

◎…委員長 ○…副委員長 ◇…書記 ★…企画運営会議委員 

 

＜参 与＞ 

青木 功雄   市議会議員 【自民党】     粕谷 葉子   市議会議員 【民主党】 
石田 和子   市議会議員 【共産党】     後藤 晶一   市議会議員 【公明党】 
猪股 美恵    市議会議員 【無所属】     堀添  健   市議会議員 【民主党】 
岩隈 千尋   市議会議員 【民主党】     小川久仁子   県議会議員 【自民党】 
大島  明   市議会議員 【自民党】     斉藤 雄輝   県議会議員 【県政会】 
岡村テル子   市議会議員 【公明党】 

 

 第２期高津区区民会議 

【お問い合わせ先】 高津区役所 企画課 TEL ０４４（８６１）３１３１／FAX ０４４（８６１）３１０３ 
                                   ホームページはこちら・・・・・ 

区民会議の委員が、皆さんの町内会・自治会、活動グループや団体などの現場に出向き、第2期の

審議経過と取組の内容を説明する、出前方式によるミニ報告会を開催します。区民会議の内容をお

知らせするとともに、高津区のまちづくりを考える場にしたいと思います。地域課題の解決とアイ

デアの実現に向けて、一緒に行動しませんか。 

 ■開催期間 2010年4月から6月 

 ■開催場所 各団体等の会議会場など、ご希望の場所にうかがいます 

 ■開催内容 パワーポイントを用いて報告をします。5～10分程度を基本に、各団体の状況に応

じて調整します。プロジェクターなどの機械はこちらで用意します。（詳細はお問

合せください） 

（

～アイデアを実行に！行動する高津区区民会議～ 

■募集期間 ２０１０年５月６日（木）～５月２０日（木） 

  ■募集人数 ５人以内 

  ■任期   ２０１０年７月から２年間 

■応募資格 ２０１０年４月１日現在で原則満２０歳以上の区内在住、在勤、在学で、その期間が一

年以上の人（市職員と市の附属機関などの委員は除く） 

  ■申込方法 申込書（書式自由）に住所、氏名、電話番号、性別、生年月日、職業、主な活動経験、

応募理由を記入し、レポート「区民会議で審議したい地域の課題と解決策」（Ａ４用紙

一枚程度）を添えて、高津区役所企画課へ郵送または直接お持ちください。 


